
善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

尋
ね
れ
ば

　ス
マ
ホ
で
示
し

　笑
む
青
年

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
現
代
的
な
セ
ン
ス
で
纏
め
て
い
ま
す
。「
笑
む
青
年
」
な
ど
の

字
句
は
、
な
か
な
か
の
玄
人
は
だ
し
。
情
景
と
心
情
が
手
に
取
る

よ
う
に
分
か
り
ま
す
。
秀
句
。

○

ポ
ケ
ッ
ト
に

　夏
の
暑
さ
を

　し
ま
い
込
む

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
短
文
芸
に
励
ん
だ
作
者
で
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い

発
想
で
す
。

　「
し
ま
い
込
む
」
は
〈
仕
舞
い
込
む
〉
と
漢
字
に

し
た
方
が
良
い
で
す
よ
。
汗
だ
け
で
は
な
く
、
夏
衣
す
べ
て
、
い

や
夏
の
季
節
全
部
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
押
し
込
み
ま
し
ょ
う
よ
。

○

退
院
日

　相
部
屋
の
人

　元
気
で
ね

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
病
友
と
い
ま
し
ょ
う
か
。
短
期
間
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
交
情

は
濃
い
で
す
ね
。
退
院
す
る
人
、
残
る
人
、
瞬
時
に
交
わ
す
挨
拶

の
中
に
人
間
の
暖
か
さ
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
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　　福
岡
県
北
九
州
支
部

平
成
二
十
八
年
度
総
会

並
び
に
特
別
表
彰
善
行

銀
章
伝
達
式
と
懇
親
会

の
開
催

福
岡
県
北
九
州
支
部
は
、

平
成
二
十
八
年
度
総
会
並
び

に
特
別
表
彰
善
行
銀
章
の
伝

達
式
と
懇
親
会
を
秋
季
受
賞

者
は
じ
め
会
員
出
席
の
も

と
、五
月
二
十
一
日
（
土
）「
北

九
州
ハ
イ
ツ
」
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
に
先
立

ち
、
特
別
表
彰
善
行
銀
章
を

受
賞
し
た
北
元
次
治
副
支
部

長
、
藤
井
敏
行
理
事
に
対
し

功
労
を
た
た
え
、
会
員
に
紹

介
披
露
し
伝
達
を
行
い
ま
し

た
。総

会
は
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
役
員
紹
介
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル

に
お
い
て
祝
賀
、
懇
親
会
を

行
い
、
受
賞
者
よ
り
謝
辞
と

活
動
報
告

が
述
べ
ら

れ
全
員
の

拍
手
で
祝

福
さ
れ
、

会
員
相
互

の
親
睦
と

情
報
交
換

を
深
め
合

い
ま
し
た
。

　　長
崎
県
佐
世
保
支
部

児
童
の
交
通
指
導
で

心
う
た
れ
た
こ
と

杉
町

　健
次

私
は
、
交
通
指
導
員
に
な
っ

て
二
年
に
な
り
ま
す
。

私
が
立
哨
し
て
い
る
場
所
は

佐
世
保
市
立
赤
崎
小
学
校
の
三

叉
路
で
交
通
量
も
多
く
気
が
休

ま
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
一
日

（
月
）
い
つ
も
の
通
学
路
の
横

断
歩
道
で
交
通
指
導
を
行
っ
て

い
る
と
、
毎
朝
お
母
さ
ん
と
小

学
一
年
生
の
男
の
子
が
近
く
の

バ
ス
停
ま
で
一
緒
に
行
き
、
バ

ス
に
乗
る
母
親
を
男
の
子
が
見

送
り
登
校
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
母
親
と
男
の
子
が
口
論
し

泣
き
な
が
ら
バ
ス
停
へ
追
い
か

け
て
い
き
、
母
親
が
バ
ス
に

乗
っ
た
の
で
男
の
子
は
泣
き
な

が
ら
、
そ
の
場
に
佇
ん
で
い
る

と
小
学
四
年
生
の
男
の
子
が
声

を
か
け
、
手
を
背
に
添
え
説
得

し
な
が
ら
登
校
し
ま
し
た
。
私

の
横
を
通
る
と
き
四
年
生
の
子

は「
俺
な
ん
か
姉
弟
六
人
ぞ
…
」

と
言
う
声
が
聞
こ
え
、
私
は
一

連
の
行
動
を
見
聞
き
し
、「
お

に
い
ち
ゃ
ん
偉
い
ね
、
あ
と
頼

む
ね
」
と
言
っ
て
声
を
か
け
ま

し
た
。
こ
の
一
連
の
行
動
を
学

校
に
報
告
し
た
い
と
思
い
、
小

学
校
の
教
頭
先
生
に
内
容
を
報

告
し
「
学
校
で
も
褒
め
て
や
っ

て
下
さ
い
」
と
伝
え
た
と
こ

ろ「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

担
任
教
師
に
も
伝
え
ま
す
」
と

の
事
で
電
話
を
切
り
ま
し
た
。

翌
朝
四
年
生
の
男
の
子
が

「
交
通
指
導
員
の
お
じ
ち
ゃ
ん

き
の
う
は
あ
り
が
と
う
」
と
お

礼
を
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
学

校
で
も
褒
め
て
も
ら
え
た
の
だ

と
思
い
、
私
は
報
告
し
て
良

か
っ
た
と
心
が
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故

か
ら
子
供
達
を
守
る
た
め
、
毎

日
交
わ
す
挨
拶
を
大
切
に
交

通
指
導
員
と
し
て
交
通
事
故
の

無
い
安
全
快
適
な
街
づ
く
り
を

目
指
し
て

健
康
管
理

に
留
意
し

善
行
精
神

で
社
会
貢

献
に
励
み

元
気
で
頑

張
り
た
い

と
思
い
ま

す
。

　　東
京
都
板
橋
支
部

板
橋
支
部
で
は
、
十
月

十
五
日(

土)

板
橋
区
民
ま

つ
り
の
会
場
に
て
「
～
板
橋

か
ら
全
国
へ
！
笑
顔
と
絆
の

か
け
橋
～
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
恒
例
の
有
志
手
作
り
の

折
り
鶴
を
配
布
い
た
し
ま
し

た
。　　福

岡
県
福
岡
支
部

人
生
の
極
み

理
事

　西
田

　誠

今
年
、リ
オ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

柔
道
は
、
古
の
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
年
）
に
嘉
納
治
五

郎
師
範
が
始
め
ら
れ
た
の
が

講
道
館
柔
道
の
誕
生
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
二
十

年
八
月
終
戦
を
迎
え
、
連
合

軍
の
「
司
令
」
に
よ
り
ま
し

て
一
時
中
止
に
な
り
、
二
年

後
に
、
柔
道
の
精
神
が
認
め

ら
れ
復
活
い
た
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
小
学
生
で
、

友
達
に
誘
わ
れ
て
「
柔
道
」

を
習
い
始
め
ま
し
た
が
、
あ

れ
か
ら
六
十
七
年
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、

県
警
に
入
り
、
在
職
中
か
ら

所
属
し
て
い
た
『
太
宰
府
少

年
武
道
会
』（
柔
道
）
に
籍

を
置
い
て
三
十
六
年
、
園
児

か
ら
中
学
生
ま
で
巣
立
っ
た

生
徒
は
数
百
人
で
、
こ
こ
数

年
、
全
国
大
会
に
出
場
で
き

る
生
徒
も
誕
生
（
団
体
・
個

人
）
し
て
い
る
関
係
で
、
こ

の
程
、
太
宰
府
市
長
を
表
敬

訪
問
（
別
添
写
真
）
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
こ
に
来
て
（
毛

が
な
い	

歯
が
な
い	
先
が
な

い
）
八
十
歳
の
傘
寿
を
迎
え

ま
し
た
が
、
ま
だ
、
少
し
あ

る
う
ち
に
、
何
と
か
頑
張
れ

る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
毎

日
心
身
を
鍛
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　　大
阪
府
吹
田
市
支
部

支
部
総
会
・

懇
親
会
の
開
催

平
成
二
十
八
年
度
吹
田
市

支
部
の
定
期
総
会
と
懇
親
会

を
、
六
月
二
十
一
日
（
火
）	

午
後
七
時
か
ら
、
吹
田
市
文

化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
三
階

レ	

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

	
今
年
で
八
回
目
と
な
る
総

会
は
、
永
田
昌
範
支
部
長
の	

挨
拶
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

御
来
賓
と
し
て
、
後
藤
圭
二

吹
田
市
長
に
も
ご
臨
席
賜

り
、
お
祝
辞
も
頂
戴
し
ま
し

た
。総

会
は
、
平
成
二
十
七

年
度
の
活
動
報
告
、
平
成

二
十
七
年
度
会
計
報
告
、
監

査
報
告
が
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
平
成

二
十
八
年
度
の
活
動
計
画
と

予
算
が
提
案
さ
れ
、
こ
ち
ら

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。	

ま
た
、
事
務
局
か
ら
本
年

四
月
十
四
日
に
発
生
し
ま
し

た
熊
本
地
震
に
対
す
る
義
援

金
が
本
部
で
募
ら
れ
て
い
る

説
明
と
、
吹
田
市
支
部
と
し

て
も
三
万
八
千
円
（
会
員
一	

人
当
た
り
一
千
円
）
を
義
援

金
と
し
て
本
部
に
送
金
す
る

提
案
が
さ
れ
、
出
席
者
全
員

の
快
諾
を
得
ま
し
た
。

記
念
写
真
撮
影
後
、
第
二

会
場
に
移
動
し
て
懇
親
会
を

行
い
ま
し

た
。
永
田

支
部
長
の

挨
拶
、
後

藤
市
長
の

乾
杯
の
ご

発
声
に
よ

り
、
和
や

か
な
雰
囲

気
の
下
で

は
じ
ま
り

ま
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

由

　来
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
は
加

賀
藩
前
田
利
家
公
が
大
正

十
一
年
に
金
沢
城
へ
入
城
し
、

金
沢
の
礎
を
築
い
た
偉
業
を

偲
ん
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

百
万
石
行
列
を
は
じ
め
四
十

年
余
り
に
わ
た
り
、
こ
の
地

に
受
け
継
が
れ
て
来
た
伝
統

行
事
が
賑
や
か
に
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
と
文

化
を
彩
る
お
祭
り
で
す
。

ル
ー
ツ

明
治
六
年
の
尾
山
ま
つ
り

以
後
、
加
賀
藩
前
田
利
家
公

の
金
沢
入
城
日
に
あ
た
る

六
月
十
四
日
に
は
毎
年
、
神

社
で
「
封
国
祭
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
明
治
二
十
四

年
に
は
「
金
沢
開
町
三
百
年

祭
」
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
加

賀
百
万
石
の
繁
栄
を
偲
ぶ
大

規
模
な
行
列
が
繰
り
出
し
て
、

こ
れ
ら
祭
り
が
「
金
沢
百
万

石
祭
り
」
と
言
わ
れ
る
も
の

で
す
。
そ
の
後
大
正
八
年
に

は
「
封
国
祭
」
が
市
祭
と
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
同

十
一
年
に
は
正
式
に
市
祭
と

な
り
、
六
月
十
三
日
か
ら
三

日
間
、
芸
者
衆
の
手
踊
り
、

能
楽
、
花
火
大
会
等
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
又
大
名
行
列
や

提
灯
行
列
な
ど
今
日
に
結
び

つ
く
い
く
つ
か
の
行
事
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
は
「
尾
山
祭
り
」
と

改
称
さ
れ
昭
和
三
十
六
年
ま

で
続
き
ま
し
た
。
一
方
で
昭

金 沢 百 万 石 ま つ り

石川県金沢支部

和
二
十
二
年
か
ら
二
十
六
年

に
か
け
て
、
広
告
パ
レ
ー
ド

を
中
心
に
金
沢
商
工
祭
り
が

一
年
お
き
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
「
封
国
祭
」
を

継
承
し
な
が
ら
商
工
業
の
復

興
を
目
指
す
商
工
祭
り
を
主

軸
に
し
て
誕
生
し
た
の
が「
第

一
回
百
万
石
祭
り
」
に
成
っ

た
の
で
す
。

記
念
す
べ
き
第
一
回
の
開

催
日
は
昭
和
二
十
七
年
四
月

二
十
五
日
「
陰
歴
の
利
家
公

入
場
日
で
あ
る
四
月
二
十
七

日
に
ち
な
み
」
か
ら
三
日
間

と
さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
前
日

の
二
十
四
日
に
は
市
内
に
花

電
車
が
走
り
、
二
十
五
日
は

「
加
賀
さ
ま
行
列
」
と
称
さ
れ

た
大
名
行
列
は
市
内
を
五
時

間
に
わ
た
り
練
り
歩
き
ま
す
。

広
告
パ
レ
ー
ド
は
ト
ラ
ッ
ク
、

オ
ー
ト
三
輪
、
ス
ク
ー
タ
ー
、

乗
用
車
、
自
転
車
等
で
編
成

さ
れ
ま
し
た
。
金
沢
の
町
は

戦
後
、
最
高
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年

か
ら
三
十
二
年
に
か
け
て
は

県
外
客
の
確
保
に
向
け
て
開

催
日
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
（
五
月
一
日
～
三
日
）
へ

と
移
行
し
て
い
ま
す
。
ミ
ス

百
万
石
コ
ン
テ
ス
ト
も
こ
の

時
期
に
設
け
ら
れ
る
な
ど
、

協
賛
行
事
も
加
わ
り
市
民
に

密
着
し
た
祭
り
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
の

第
七
回
か
ら
は
封
国
祭
を
吸

収
し
た
形
で
再
び
六
月
十
四

日
を
軸
に
し
た
期
間
に
戻
り
、

そ
の
日
程
は
平
成
十
一
年
の

第
四
十
八
回
ま
で
続
き
ま
し

た
。
そ
の
間
第
三
十
三
回
か

ら
前
田
利
家
公
役
を
俳
優
が

演
じ
る
よ
う
に
な
り
、
記
念

す
べ
き
最
初
の
利
家
役
に
は

金
沢
出
身
の
加
賀
丈
史
さ
ん

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
百
万

石
行
列
の
休
日
開
催
を
求
め

る
声
が
高
ま
り
、
平
成
十
二

年
の
第
四
十
九
回
に
は
、
六

月
の
第
二
土
曜
日
を
百
万
石

行
列
の
日
と
す
る
画
期
的
な

試
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
翌

年
の
五
十
回
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ

～
加
賀
百
万
石
物
語
～
」
の
、

平
成
十
四
年
放
映
決
定
も
あ

り
、
初
め
て
お
松
の
方
役
に

女
優
が
起
用
さ
れ
、
斎
藤
慶

子
さ
ん
が
華
麗
に
お
松
の
方

役
を
演
じ
ま
し
た
。
現
在
祭

り
は
半
世
紀
を
超
え
、
こ
れ

か
ら
も
石
川
の
県
都
の
祭
り

と
し
て
市
民
・
観
光
客
に
も

親
し
ま
れ
て
行
く
事
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

３
面
か
ら
の
つ
づ
き


